
あがの市議会だより 第42号1

第42号 令和元年

定例会号
10月15日 発行
9月

主な内容
議案ピックアップ・議決結果	 P1-2	
委員会からの報告	 P3-4	
市政を問う一般質問（11人）ほか	 P5-7	
議会報告会での意見ほか	 P8

本会議の中継映像・録画映像はインターネットでご覧になれます。 検　索

議案ピックアップ ９月定例会が
９月４日～ 20日の会期で開かれました

20日　本会議
■ �決算審査特別委員会、各常任委員会の審査報告
のあと討論を経て採決

※議決結果は２ページ

４日　本会議
■一般行政報告　■議案の提案説明
■ �一般質問１日目（４人が質問）

５日　本会議
■一般質問２日目（７人が質問）

10～12日　各常任委員会
■ �委員会に付託された議案を審査

13・17・18日  決算審査特別委員会
■平成30年度各会計決算を審査

市営バス運行事業費　15万２千円
　朝夕の通学時間帯における市営バス運行の見直しのため、市内の高校
生の年代にアンケート調査を実施するための郵便料。

保育環境改善事業（安全対策事業）補助金　202万円
　保育における事故防止のため、０歳児および１歳児の睡眠中の呼吸を
確認するセンサー式アラーム機器の購入に係る補助金。希望のあった保
育施設７施設へ交付されます。

消火栓整備負担金　589万円
　自治会からの要望による住宅建築に伴う移設工事費２か所分、放水点検後に止水不能となった�
消火栓の修繕費３か所分が増額されました。

※条例は２ページへ

「第７回昭和の乗り物大集合�in�阿賀野」が、
９月29日サントピアワールドで開催されました。

当日は雨にもかかわらず、
県内外から多くの来場者がありました。

主な内容

　議案を可決するまでにさまざまな視点から審議を重ねています。
　９月定例会で審議した中から補正予算の内容３つと条例３つ、決算審査についてお知らせします。

歳入歳出に１億2,081万１千円を追加
補正後の予算額209億9,074万２千円

一般会計補正予算（第２号）
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議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

令
和
元
年
度

　
補
正
予
算

阿賀野市後期高齢者医療特別会計補正予算 （第１号） 社厚 可決

阿賀野市介護保険特別会計補正予算 （第２号） 社厚 可決

阿賀野市下水道事業会計補正予算 （第２号） 産建 可決

条

例

阿賀野市印鑑条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について 総文 可決

阿賀野市職員定数条例等の一部改正について 総文 可決

阿賀野市税条例等の一部を改正する条例の一部改正について 総文 可決

阿賀野市立幼稚園設置条例の一部改正について 総文 可決

阿賀野市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正について 社厚 可決

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

条

例

阿賀野市特定教育・保育に関する利用者負担額を定める条例の一部改正について 社厚 可決
阿賀野市子ども・子育て支援法第87条の規定による過料に関する条例の一部改正に
ついて 社厚 可決

阿賀野市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について 総文 可決
阿賀野市火災予防条例の一部改正について 総文 可決

そ
の
他

字の変更について 総文 可決

工事請負契約の締結について（安田中学校長寿命化改良工事） 省略 可決

請
願 物見山町側溝及び道路舗装改良工事に関する請願 産建 採択

意
見
書

「学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成の充実を
求める意見書」�の提出について 省略 可決

意見が分かれた議案等

全会一致で議決した議案等

※　総文：総務文教常任委員会　　社厚：社会厚生常任委員会
　���産建：産業建設常任委員会　　省略：本会議で即決したもの　
◆各委員会での審査結果は市ホームページでご覧になれます。

○：賛成　　×：反対　　議長（風間輝榮）は採決には加わりません。

一般会計ほか10会計決算を認定

阿賀野市印鑑条例の一部改正
　住民基本台帳法施行令等の改正に伴い、旧氏での印鑑登録、印鑑登録証明書への旧氏
の併記が可能となるよう改正されました。11月上旬から実施される予定です。

阿賀野市道の駅の設置及び管理に関する条例の制定
　現在、整備を進めている道の駅の管理運営について指定管理者制度を導入するため、
地方自治法の規定に基づき制定されました。
●産業建設常任委員会での質疑
　問　�道の駅では地元の農産物等を最優先に利用していただきたい。
　答　�今後の話になるが、指定管理者の公募条件に地元の農産物等については優先的

に採用する等条項をいれる予定で考えている。

阿賀野市火災予防条例の一部改正
　震災時等に避難所などで危険物を暫定的に仮貯蔵、仮取扱いをすることについて速や
かな承認手続きを行い、迅速な災害復旧を図ることを目的として、これらにかかる手数
料を免除するよう改正されました。

　平成30年度一般会計ほか10会計の歳入歳出決算は、議長を除く全議員で構成される
決算審査特別委員会に付託され、３日間にわたり慎重審査を行い、本会議最終日に採決
の結果、いずれも認定されました。

議 案 名

審
査
し
た
委
員
会
※

議
決
結
果

公
明
党

日本共産党 新政 
クラブ 阿賀野クラブ ネオ

あがの
会派の 

所属なし

村
上　
清
彦

倉
島　
良
司

宮
脇　
雅
夫

稲
毛　
　
明

江
口　
卓
王

近
山　
　
修

山
崎　
正
春

浅
間　
信
一

山
口　
功
位

髙
橋　
幸
信

中
島　
正
昭

市
川　
英
敏

天
野
美
三
男

遠
藤　
智
子

石
川　
恒
夫

山
賀　
清
一

清
野　
栄
一

横
井　
基
至

令
和
元
年
度	

　
補
正
予
算

阿賀野市一般会計補正予算（第２号）
総文
社厚
産建

可決 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

討　論	
（要旨） 反対意見 国は保育の無償化のためにも消費税増税が必要と宣伝していたが、保育と給食を切り離し、副食費（おかず・おやつ代）の4,500円を実費徴収するとしており、保護者から悲鳴があがり、

保育職員の実務負担も増える。市は、子育て支援の抜本的強化のため、副食費を無償化すべきだ。

条　
例

阿賀野市道の駅の設置及び管理に関する条例の制定について 産建 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
討　論	
（要旨） 反対意見 道の駅による地域振興、大いに有りと思う。ただ、説明があったのが採決の２日前。本来、議会前に説明・議論の場を設けるべき。道の駅は６月現在、全国で1160か所、計画も220ほ

どあり、競争が激化する。今回は指定管理に関する部分だけであるが、市民への説明責任を考えるともっと議論、検討の時間が必要。

決　
議

天皇陛下御即位を祝す賀詞に関する決議 総文 可決 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

討　論	
（要旨）

反対意見 発議の中に「令和の御代」という表現がある。辞典等では、「御代」という言葉には天皇の治世という意味もあるということが述べられており、国民主権になじまない。総務文教常任委
員会で文言の変更についての話し合いを提起したが、それも認められなかったため結果的に反対する。

賛成意見 「御代」という言葉自体においては総務文教常任委員会でも議論があったが、文章の前段及び一連の流れからしても違和感はなく、よく治まっている世の中のことと解釈する。この決議
に関して何ら問題ないものと考える。

発　
議

阿賀野市議会の議員の定数を定める条例の一部改正について 省略 可決 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
討　論	
（要旨） 反対意見 「あがの新報」のアンケートでは、たしかに削減に賛成する意見が多数であるが、一方で「現状で良い」という意見も 36％あり、必ずしも削減多数ではない。常任委員会も 16人では�

きちんと構成されない。そして市民の声が届かない議会となり、市民が置き去りにされてしまう。よって反対する。

平成30年度各会計の決算状況
会計名 歳入総額 歳出総額

一般会計 217億6795万円 205億2731万円
国民健康保険特別会計 41億7024万円 41億1737万円
後期高齢者医療特別会計 ８億1021万円 ８億��247万円
介護保険特別会計 51億7497万円 49億4906万円
公共下水道事業特別会計 25億8328万円 20億8281万円
集落排水事業特別会計 ２億3788万円 ２億2302万円
押切外四ヶ大字財産区特別会計 732万円 428万円
少年自然の家特別会計 3143万円 2990万円
工業団地造成事業特別会計 207万円 207万円

水道事業会計　　�収益的収入�13億2116万円　�収益的支出�11億9219万円�
資本的収入���3億1114万円　�資本的支出���9億��818万円

病院事業会計　　�収益的収入���5億��304万円　�収益的支出���9億5751万円�
資本的収入　��　3764万円　�資本的支出　��　7156万円

決算審査特別委員会での質疑より
問　�ふるさと納税が著しい伸びを見せており、喜ばしい。寄付金の使途で指定の多い

ものは？
答　�豊かな自然環境を守り育てる事業への指定が多い。
問　�がんばる酪農家応援事業費の牧草種子購入費補助金について、牧草は貴重な飼料

であり、これからも大いに利用していくべきと考える。
答　�畜産の飼料の自給も食料自給率の向上につながる。可能な限り、牧草も含め地元

で生産したものを供給していただき、地産地消に努めたい。

※
１
万
円
未
満
切
り
捨
て

写真は、９/１
安野小学校
グラウンドで
開催された
地域防災訓練の

様子

９月定例会の議決結果をお知らせします

条例の制定および一部改正について
平成30年度決算審査

主な内容

議案ピックアップ
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常任委員会の活動 議員はいずれかの委員会に属し､市の仕事を３つに分け関係する議案等の審査や調査を行います｡
（ただし議長は常任委員になりません。）

旧
山
手
小
学
校
校
舎
へ
の
移
転
準
備

五
頭
の
麓
の
く
ら
し
館
移
転
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
を
調
査
（
７
月
22
日
）

　
五
頭
の
麓
の
く
ら
し
館
は
、
旧
出

湯
小
学
校
の
建
物
を
利
用
し
た
資
料

館
で
、
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
、
近

世
・
近
代
の
民
具
や
農
具
、
五
頭
山

周
辺
の
ジ
オ
ラ
マ
等
、
様
々
な
分
野

の
資
料
を
数
多
く
展
示
し
て
お
り
、

阿
賀
野
市
内
の
小
学
生
の
校
外
学
習

に
も
活
用
さ
れ
、
長
い
間
た
く
さ
ん

の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
平
成
28
年
度

に
休
館
し
、
旧
山
手
小
学
校
の
校
舎

へ
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
館
周
辺
の
考
古
資
料
以

外
の
資
料
は
旧
山
手
小
学
校
に
運
搬

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
１
つ
１
つ
に
整

理
用
の
札
が
つ
け
ら
れ
、
種
類
ご
と

に
分
け
ら
れ
て
、
所
狭
し
と
床
に
置

か
れ
て
い
ま

す
。

　
生
涯
学
習

課
で
は
、
１

階
と
２
階
を

展
示
室
、
３

階
を
収
蔵
室

に
し
、
テ
ー

マ
別
に
展
示

す
る
よ
う
計

画
し
て
い
ま

す
が
、
限
ら

れ
た
予
算
の

中
で
、
い
か

に
資
料
館
と

し
て
の
価
値

を
高
め
る
展

示
を
す
る

か
、
監
修
や

作
業
を
す
る

人
材
の
確
保

を
ど
う
す
る

か
等
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
大
変

苦
慮
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
予
算
的
な
面
だ
け
で
な

く
、
市
民
が
愛
着
を
持
て
る
資
料
館

に
す
る
た
め
に
も
、
自
前
で
で
き
る

と
こ
ろ
を
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

に
よ
り
展
示
す
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の

案
と
し
て
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

委
員
か
ら
は
、「
市
内
の
小
中
学

生
が
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
施
設
と
し

て
は
、
そ
れ
な
り
の
教
育
的
価
値
は

あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
施
設
を
よ
そ

か
ら
人
を
呼
び
寄
せ
る
よ
う
な
施

設
、
ま
ち
お
こ
し
の
起
爆
剤
に
な
る

よ
う
な
施
設
に
す
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
。」「
こ
の
ま
ま
で

は
、
単
に
雑
多
な
資
料
を
保
管
す
る

だ
け
の
収
蔵
場
所
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。」「
瓦
ロ
ー
ド

や
五
頭
温
泉
郷
な
ど
、
よ
そ
に
は
真

似
で
き
な
い
も
の
と
連
携
す
べ
き
。」

「
五
頭
の
麓
の
く
ら
し
館
を
生
か
し

て
い
く
に
は
、
こ
れ
を
支
え
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

総
務
部
所
管
の
市
政
全
般
の
企
画
や
調
整
、
財
務
、
市
税
、
防
災
、

教
育
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

社
会
厚
生

常
任
委
員
会

民
生
部
所
管
の
福
祉
、
介
護
、
子
ど
も
、
保
健
、
医
療
、
環
境
、

生
涯
学
習
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
12
月
定
例
会
ま
で
）

　
通
学
路
点
検
に
お
け
る
危
険
箇
所
の
状
況
に
つ
い
て

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
12
月
定
例
会
ま
で
）

　
五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家
の
利
用
状
況
と
施
設
の
現
況
に
つ
い
て

五頭山周辺のジオラマの説明を受ける委員

資料および展示方法について担当課と意見交換

令
和
元
年
７
月
24
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

市
立
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
後

の
状
況
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
下
旬
に
市
内
全
て
の

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
が
完

了
し
た
こ
と
を
受
け
、
水
原
小
学
校

で
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
水
原

小
学
校
の
工
事
請
負
額
は
４
６
７
９

万
２
８
４
３
円
。
普
通
教
室
20
室
、

特
別
教
室
等
８
室
の
計
28
室
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
各
普
通
教
室
に
は
天

井
釣
り
の
室
内
機
２
台
と
室
外
機
１

台
が
１
セ
ッ
ト
ず
つ
設
置
さ
れ
、
学

校
環
境
衛
生
基
準
に
基
づ
き
、
室
温

が
28
度
を
超
え
た
時
に
使
用
す
る
こ

と
と
し
、
お
お
む
ね
26
度
か
ら
28
度

に
保
つ
よ
う

運
転
し
て
い

る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

室
温
だ
け
で

な
く
湿
度
や

風
通
し
、
日

当
た
り
の
状

況
等
に
合
わ

せ
て
室
内
環
境
を
管
理
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
教
室
に
は
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
も

２
台
設
置
さ
れ
、
室
内
の
空
気
を
循

環
さ
せ
て
快
適
な
状
態
が
保
た
れ
て

い
ま
し
た
。
学
校
側
か
ら
は
、
昨
年

は
猛
暑
で
大
変
だ
っ
た
が
、
今
年
は

子
ど
も
達
が
授
業
中
に
汗
を
か
か
な

く
て
済
ん
で
助
か
っ
て
い
る
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納

状
況
に
つ
い
て

　
当
市
の
65
歳
以
上
の
運
転
免
許
証

保
有
割
合
は
、
平
成
28
年
57
・
７
％
、

平
成
29
年
59
・
６
％
、
平
成
30
年

61
・
５
％
と
若
干
上
昇
し
て
い
る
状

況
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
加
害
事
故

に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
24
件
、
平

成
29
年
16
件
、
平
成
30
年
21
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
平
成
23
年
１
月
か
ら
、
自

主
的
に
運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
65

歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
市
営
バ
ス

の
利
用
料
免
除
（
無
期
限
）、
市
内

タ
ク
シ
ー
利
用
券
５
０
０
０
円
分

（
有
効
期
限
２
年
間
）の
交
付
、
市
内

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
よ
る
タ
ク
シ
ー

運
賃
１
割
引
（
無
期
限
）
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
か
ら
30

年
度
の
申
請
者
は
年
平
均
１
１
０
人

ほ
ど
で
、
過
去
２
カ
年
で
は
75
歳
以

上
が
９
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
２
年
間
有
効

で
、
５
０
０
円
分
10
枚
交
付
を
し
て

い
ま
す
が
、
約
３
分
の
１
程
度
の
使

用
率
に
留
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

ま
た
、
市
で
は
４
月
か
ら
75
歳
以
上

の
人
も
申
請
手
続
き
に
よ
り
市
営�

バ
ス
を
無
料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
６
月
ま
で
の
申
請
者
は
累
計

６
４
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
か
ら
は
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券

の
使
用
率
が
低
い
の
は
、
１
乗
車
に

１
枚
ま
で
と
い
う
制
限
が
あ
る
か
ら

で
は
な
い
か
。
ま
と
め
て
使
え
る
よ

う
に
し
た
ほ
う
が
良
い
、
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

エアコン設置後の小学校を視察

令
和
元
年
７
月
９
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

長
野
県
大
町
市　
定
住
促
進

等
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て
　

大
町
市
は
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン

ル
ー
ト
の
玄
関
口
と
し
て
多
く
の
観

光
客
で
賑
わ
う
山
岳
観
光
都
市
で

す
。
昭
和
35
年
４
万
１
１
８
４
人
の

ピ
ー
ク
か
ら
人
口
減
少
を
続
け
、
平

成
22
年
に
３
万
人
を
割
っ
た
こ
と
か

ら
定
住
促
進
事
業
を
進
め
、
減
少
率

は
や
や
緩
や
か
に
な
っ
た
も
の
の
減

少
は
続
い
て
お
り
、
引
き
続
き
定
住

促
進
施
策
の
推
進
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

大
町
市
で
は
移
住
相
談
、
マ
イ

ホ
ー
ム
取
得
事
業
、
地
域
商
品
券
贈

呈
な
ど
各
種
奨
励
事
業
を
行
う
ほ

か
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
商
工
会
議

所
な
ど
と
協
働
で
定
住
促
進
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
定
住
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
協
議
会
で
は
移
住
経

験
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
任
命

し
、
情
報
発
信
の
強
化
、
移
住
セ
ミ

ナ
ー
や
相
談
会
、
お
試
し
暮
ら
し
体

験
、
結
婚
支
援
活
動
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
移
住
相
談
件
数
は

過
去
最
多
の
６
０
２
件
。
同
年
転
入

者
８
７
４
人

の
う
ち
、
移

住
相
談
を
通

じ
た
移
住
実

績
は
36
世
帯

74
人
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　
大
町
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境

を
生
か
し
つ
つ
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
や
郷
土
愛
な
ど
人
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
取
組
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
、

大
町
市
を
本
当
に
気
に
入
っ
て
、
長

く
住
み
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

大町市役所で定住促進について研修を受ける
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常任委員会の活動

産
業
建
設

常
任
委
員
会

産
業
建
設
部
所
管
の
道
路
、
河
川
、
商
工
業
、
農
業
、
観
光
、
公
園
、

上
下
水
道
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

（
１
）
う
ら
ら
の
森
情
報
発
信
館
の

飲
食
テ
ナ
ン
ト
の
状
況
に
つ
い
て

　

飲
食
コ
ー
ナ
ー
は
情
報
発
信
館

内
、
厨
房
は
別
棟
の
体
験
学
習
館
内

に
あ
り
、
事
業
者
を
含
め
現
在
４
名

で
運
営
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
は

５
月
15
日
で
、
利
用
者
数
は
、
オ
ー

プ
ン
か
ら
６
月
末
ま
で
で
２
８
１
7

人
。
１
日
当
た
り
69
人
、
飲
食
テ
ナ

ン
ト
オ
ー
プ
ン
以
降
の
情
報
発
信
館

来
館
者
の
う
ち
、
38
％
が
当
飲
食
テ

ナ
ン
ト
を
利
用
し
て
い
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
市
の
収
入
と
し
て
月

に
、
飲
食
テ
ナ
ン
ト
施
設
使
用
料
５

万
８
0
０
0
円
、
野
菜
即
売
所
4
万

９
３
0
０
円
、
五
頭
温
泉
郷
旅
館
協

同
組
合
事
務
所
１
万
８
５
1
８
円
の

収
入
が
あ
り
、
年
間
で
約
１
5
０
万

円
の
収
入
見
込
み
で
す
。

　

支
出
と
し
て
は
、
情
報
発
信
館
人

件
費
が
月
１
人
当
た
り
約
10
万
円
、

３
人
で
概
ね
年
３
6
０
万
円
。
物
販

販
売
30
％
を
納
め
て
も
ら
っ
て
い
る

の
が
約
４
0
０
万
円
で
す
の
で
、
情

報
発
信
館
の
人
件
費
は
、
ほ
ぼ
物
販

販
売
の
収
益
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
等
も
活

用
し
て
、
周
知
を
行
う
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

飲
食
テ
ナ
ン
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
た

こ
と
で
、
う
ら
ら
の
森
情
報
発
信
館

の
利
用
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

国
道
２
9
０
号
街
道
に
位
置
す
る
う

ら
ら
の
森
情
報
発
信
館
と
周
辺
の
更

な
る
活
性
化
を
今
後
ど
の
よ
う
に
創

出
し
、
地
域
経
済
活
性
化
や
交
流
人

口
の
増
大
を
図
る
か
引
き
続
き
調
査

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　（
２
）
う
ら
ら
の
森
農
園
ハ
ウ
ス

の
状
況
に
つ
い
て

　

水
稲
と
園
芸
に
よ
る
所
得
向
上
を

図
る
う
え
で
、
ト
マ
ト
栽
培
の
準

備
、
定
植
、
芽
か
き
、
摘
芯
、
誘

引
、
防
除
、
収
穫
な
ど
１
年
間
の
作

業
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
さ

さ
か
み
管
内
の
ト
マ
ト
栽
培
農
家

は
、
大
玉
ト
マ
ト
２
戸
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
４
戸
で
す
。
Ｊ
Ａ
北
蒲
み
な
み
管

内
で
は
、
昨
年
度
２
人
の
方
が
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
栽
培
を
始
め
た
そ
う
で

す
。
こ
の
２
人
は
、
う
ら
ら
の
森
農

園
ハ
ウ
ス
を
何
度
か
見
学
し
、
話
を

聞
い
た
り
し
て
取
り
組
ん
だ
と
の
こ

と
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
う
ら
ら
の
森
農
園

ハ
ウ
ス
経
営
収
支
は
、
12
ア
ー
ル
の

ハ
ウ
ス
に
、
１
５
０
0
本
の
苗
を
定

植
し
、
販
売
量
が
7
・
５
ト
ン
、
収

入
が
4
４
8
万
2
千
円
。
支
出
は
、

苗
代
、
動
力
光
熱
水
費
、
出
荷
経
費

な
ど
2
５
1
万
7
千
円
で
、
差
し
引

く
と
1
９
６
万
5
千
円
で
、
作
業
時

間
は
、
職
員
等
２
人
と
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
を
合
わ
せ
、
４
５
8
０
時
間
で

し
た
。

  

ま
た
、
新
潟
県
で
は
園
芸
の
生
産

拡
大
に
必
要
な
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
機

械
、
附
帯
設
備
な
ど
の
助
成
（
要
件

付
）
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
、
新
潟

県
農
林
水
産
業
総
合
振
興
事
業
の
園

芸
生
産
促
進
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
で
も
、
農
業
法
人
等

や
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
で
、
ハ
ウ
ス

を
借
り
受
け
る
農
業
者
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
所
得
向
上
を
目
指
す

た
め
、
園
芸
促
進
に
つ
い
て
引
き
続

き
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

う
ら
ら
の
森
情
報
発
信
館
飲
食
テ
ナ
ン
ト
及
び

う
ら
ら
の
森
農
園
ハ
ウ
ス
の
現
状
を
調
査
（
７
月
10
日
）

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
12
月
定
例
会
ま
で
）

　

道
の
駅
整
備
計
画
に
関
す
る
活
動
状
況
に
つ
い
て

うららの森情報発信館　人気メニュー：カレー

うららの森農園ハウスの説明を受ける委員

議会を傍聴しませんか
　事前の申し込みは必要ありません。
　受付簿に住所と氏名をご記入いただくだけで傍聴できます。

　本会議はインターネットでもご覧いただけます。
　「なかなか傍聴に行けない･･･」という方は、ぜひご利用ください。
手順は簡単です。　　　　　　　　　　　　
＊スマホ・タブレットからも視聴できます。　

利用の手順
１.  検索サイトで「阿賀野市議会　中継」で検索してく
ださい。

 　  または、こちらへ ⇒

２.  会議名、議員名などから視聴したいものを選んで
クリック！

ださい

生中継
あります！

傍聴席から見た議場

いつでも見られる
録画もあります。

⇒ ⇒ ⇒

当市議会の議員定数が20人から16人になります。

　本特別委員会では、政策部会を中心に、県内の自治体の人口動態や議
員定数、その他県外の類似自治体の議員定数の状況やその動向等を調査
し、それぞれの部会や会派で議員定数（20人）の妥当性について検証
を重ねてきました。
　本年８月21日、全委員による議会改革推進特別委員会を開催し、最
終的な検討を行いました。

　本特別委員会では、地方議会の現状や抱えている課題を念頭に置きながら、市民の負託に応え、信頼される
議会となるためにどのように活動していくべきなのかという観点からも検討を行ってきました。
　本年８月21日に開催した特別委員会においては、これまでの調査
結果や検討内容を踏まえ、当市議会の議員定数についてどうあるべき
なのか、各会派各議員が多寡はありましたが、削減や現状維持といっ
たそれぞれの考えを出して議論し、最終的には採決の結果、現在の議
員定数を４人削減し新たな議員定数を16人とすることとなりました。
　９月議会の最終日に「阿賀野市議会の議員の定数を定める条例の一
部改正について」を発議し、討論を経て採決の結果、賛成者多数で可
決されました。
　この改正は次の一般選挙から適用されます。

※議会改革推進特別委員会とは
　当市議会の最高規範である
「阿賀野市議会基本条例」に基
づき設置した特別委員会です。
　議長を除く全議員が４つの
部会に分かれて活動していま
す。
　全議員が市民本位の立場で、
より信頼される議会であるよ
う改革に取り組んでいます。
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一　般　質　問 60分の持ち時間の中で、質問と答弁のやり取りが繰り返されます。
掲載内容は質問議員がまとめたもので要旨を掲載しています。

日
本
共
産
党

宮
脇

　
雅
夫

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
に

公
的
補
助
を

質
問　
「
耳
が
遠
く
な
り
、
人
前
に

出
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
」

「
補
聴
器
が
欲
し
い
。
で
も
、
高
く

て
手
が
出
な
い
」。
難
聴
者
は
人
口

の
約
１
割
の
1
４
0
０
万
人
、
補
聴

器
が
必
要
な
人
は
8
２
0
万
人
と
推

定
さ
れ
、
隠
れ
た
社
会
問
題
で
あ

る
。

　

補
聴
器
を
使
え
ば
、
社
会
参
加
の

ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
る
。
し
か
し
、

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
少

な
く
、
中
軽
度
難
聴
者
は
全
額
自
己

負
担
。
片
耳
で
も
20
〜
40
万
円
、
両

耳
で
50
万
円
以
上
に
も
な
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
く

な
れ
ば
、
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
、
認

知
症
に
も
つ
な
が
る
。
イ
ギ
リ
ス
や

ド
イ
ツ
で
は
、
難
聴
者
の
３
〜
４

割
が
補
聴
器
を
使
用
し
て
い
る
が
、

国
の
支
援
が
な
い
日
本
で
は
14
％
程

度
。
国
の
公
的
補
助
拡
大
、
市
の
補

助
制
度
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

非
常
に
重
要
な
問
題
と
認
識

し
て
い
る
。
国
レ
ベ
ル
の
議
論
も
必

要
。
し
か
し
、
４
８
０
0
人
が
支
援

対
象
者
と
見
込
ま
れ
、
市
独
自
の
支

援
制
度
は
難
し
い
。

子
育
て
の
経
済
的
支
援
を

抜
本
的
に
強
化
せ
よ

質
問　

こ
の
間
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
、
学
校
給
食
の
負
担
軽
減
と
就
学

援
助
の
拡
大
、
子
ど
も
の
医
療
費
の

無
料
化
、
保
育
の
質
の
確
保
、
学
校

教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
国
保
税
の

子
ど
も
の
均
等
割
り
廃
止
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
拡
充
、
学

童
保
育
の
充
実
等
を
提
案
し
て
き

た
。
こ
の
施
策
を
進
め
れ
ば
、
市

の
子
ど
も
の
貧
困
率
（
全
国
16
・

3
％
、
市
17
・
9
％
）
が
高
い
問

題
、
県
下
ワ
ー
ス
ト
３
の
合
計
特
殊

出
生
率
の
対
策
も
前
進
す
る
。

　

ま
た
、
保
育
料
の
「
無
償
化
」も

始
ま
る
が
、
お
か
ず
と
お
や
つ
代
の

副
食
費
（
国
基
準
月
４
5
０
0
円
）

は
保
護
者
負
担
と
な
る
。
完
全
無
料

化
に
進
ん
だ
ら
ど
う
か
。

答
弁　

今
後
、
子
育
て
相
談
体
制
の

充
実
、
支
援
施
策
の
情
報
発
信
な
ど

進
め
て
い
く
。
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
は
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

副
食
費
は
一
部
負
担
軽
減
す
る
。

無
会
派

遠
藤
　
智
子

母
子
（
子
育
て
）
支
援

①
不
妊
治
療
費
助
成

質
問　

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

は
子
ど
も
を
望
む
方
に
大
き
な
支
援

と
な
っ
て
い
る
が
、
医
師
が
認
め
た

一
般
不
妊
治
療
と
不
育
症
治
療
が
必

要
な
方
へ
の
治
療
費
助
成
事
業
も
検

討
す
べ
き
。

答
弁　

平
成
30
年
度
の
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
対
象
者
は
延
べ
16
人
で
６

人
が
出
産
に
至
っ
た
。
一
般
不
妊
治

療
は
保
険
適
用
内
も
多
い
の
で
予
算

を
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
に
充
て

る
。
不
育
症
治
療
費
助
成
は
令
和
２

年
度
か
ら
実
施
す
る
。

②
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業

質
問　

平
成
30
年
度
か
ら
実
施
の
助

成
対
象
者
は
、
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
み
で
対
象
者
が
少
な
い
。
所

得
制
限
を
撤
廃
し
令
和
２
年
度
か
ら

全
て
の
妊
産
婦
を
対
象
と
す
べ
き
。

検
討
を
。

答
弁　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
お

け
る
事
業
費
を
年
々
拡
大
し
て
お

り
、
全
て
の
妊
産
婦
へ
の
医
療
費
助

成
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
全

体
の
予
算
配
分
を
考
え
な
が
ら
判
断

し
た
い
。

道
の
駅
整
備
計
画

質
問　

道
の
駅
は
地
域
の
伝
統
工
芸

品
や
民
芸
品
の「
し
ご
と
」を
伝
え

る
。
魅
せ
る
役
割
や
、
次
世
代
に
伝

え
る
基
盤
に
な
り
う
る
と
聞
く
。
当

市
の
道
の
駅
整
備
計
画
に
お
け
る
検

討
と
、
地
域
の
伝
統
工
芸
品
や
民
芸

品
、
物
産
品
等
の
販
売
の
促
進
に
阿

賀
野
市
物
産
品
推
奨
規
則
の
活
用
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

答
弁　

道
の
駅
は
地
域
の
情
報
発
信

施
設
と
位
置
づ
け
、「
し
ご
と
」を
伝

え
る
。「
魅
せ
る
道
の
駅
」に
つ
い
て

は
、
職
人
に
よ
る
実
演
や
工
芸
品
作

り
の
体
験
教
室
等
で
阿
賀
野
市
の
伝

統
工
芸
品
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
と

な
る
よ
う
検
討
を
進
め
、
市
内
の
工

芸
品
等
の
関
係
者
に
道
の
駅
の
利
用

を
促
し
た
い
。
阿
賀
野
市
物
産
品
推

奨
規
則
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
た
い
。

質
問　

道
の
駅
敷
地
内
に
、飼
い
主
と

犬
が
一
緒
に
遊
び
休
憩
で
き
る
施
設
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備
も
必
要
で
は
。

答
弁　

敷
地
面
積
内
に
お
い
て
は
、

場
所
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

無
会
派

清
野
　
栄
一

産
業
振
興
に
つ
い
て

質
問　

当
市
の
産
業
政
策
の
方
向
性

　

当
市
の
製
造
品
出
荷
額
は
、
約
１

２
２
2
億
円
で
県
内
20
市
中
９
番

目
、
特
徴
と
し
て
食
品
製
造
出
荷
額

が
3
４
5
億
円
と
全
体
の
約
３
割
を

占
め
て
お
り
、
産
業
振
興
の
方
向
性

と
し
て
食
品
産
業
を
核
と
し
た
産
業

集
積
・
育
成
を
図
る
の
も
一
つ
の
方

策
か
と
も
思
う
が
。

答
弁　
「
地
域
未
来
投
資
促
進
法
」

の
施
行
を
受
け
、
産
業
集
積
を
活
か

し
、
食
品
製
造
を
始
め
と
し
た
地
域

経
済
を
け
ん
引
す
る
事
業
に
対
し
て

支
援
を
進
め
る
。

質
問　

企
業
誘
致
の
現
状
・
実
績
・

取
り
組
み
方
針

　

若
者
が
安
定
的
に
こ
こ
で
暮
ら
す

た
め
に
は
質
の
高
い
企
業
を
誘
致
す

る
努
力
が
必
要
。
誘
致
の
状
況
と
実

績
、
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
。

答
弁　

過
去
３
年
間
で
３
社
が
立

地
、
従
業
者
数
は
93
人
増
の
3
９
4

人
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
積
極
的

な
誘
致
活
動
に
努
め
る
。

質
問　

積
極
的
な
誘
致
活
動
と
は
何

か
。

　

以
前
は
誘
致
係
も
あ
っ
た
。
他
市

で
は
市
長
自
ら
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

も
多
々
あ
る
が
、
行
っ
た
こ
と
は
あ

る
の
か
。

答
弁　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
２
回

行
っ
た
。
全
て
お
膳
立
て
の
で
き
た

と
こ
ろ
に
行
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い

る
。
誘
致
係
の
廃
止
は
記
憶
に
な
い
。

意
見　

当
市
の
雇
用
者
報
酬
は
20
市

中
16
位
、
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る

た
め
質
の
高
い
企
業
誘
致
が
重
要
。

担
当
係
の
強
化
と
他
と
の
競
合
に
勝

つ
た
め
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
望

む
。

● 
そ
の
他

公
共
交
通
に
つ
い
て

　

当
市
の
総
合
計
画
（
計
画
期
間
2

０
1
６
年
〜
2
０
2
４
年
）
に
よ
れ

ば
、
2
０
1
４
年
の
実
績
を
基
準
に

①
市
営
バ
ス
の
利
用
数
及
び
、
②
水

原
駅
の
乗
車
数
を
維
持
す
る
と
あ
る

が
、
何
れ
も
相
当
数
減
少
、
問
題
点

等
の
質
問
を
行
っ
た
。

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

　

６
月
18
日
山
形
県
沖
で
最
大
震
度

６
強
の
地
震
が
発
生
。
緊
急
放
送
が

聞
こ
え
て
い
な
い
人
が
多
数
い
る
事

や
、
熱
中
症
の
救
急
搬
送
が
26
件
も

あ
る
の
に
、
注
意
喚
起
の
放
送
を
し

な
い
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を

護
る
た
め
の
防
災
無
線
の
情
報
発
信

の
あ
り
方
に
つ
い
て
質
問
。
途
中
時

間
切
れ
。

～聞く議会だよりあります～
音声訳ボランティアうぐいす会を紹介します。
　目の不自由な方にも市議会の情報をお届
けできるよう、ボランティア団体うぐいす
会に議会だよりを音声訳していただいてい
ます。
　14名の会員の中から数名ずつのグループ
で活動し、議会だよりは３名の方が担当さ
れていました。
　うぐいす会の歴史は長く、会員の中には
10年以上活躍されている方もおり、会員の
約半数は仕事に就きながら活動しています。
　音声版の議会だよりは１時間半ほどの長さですが、原稿の確認から完成まで
に９時間ほどの作業が必要だそうです。
　うぐいす会にはアナウンサーなど声に関する仕事をしている方はいません。
毎月開催している定例研修会で読みの確認などをしたり、個人での発声練習、
原稿の工夫など、聞き取りやすくわかりやすい音声訳のために、切磋琢磨し技
術の向上に努めているとのことです。
　完成した音声版の議会だよりはCDに録音し社会福祉協議会に納品され、発
行日に合わせて社会福祉協議会から利用者の皆さんへ郵送されます。
＊ 音声版の議会だよりを希望する方は、市役所社会福祉課へお気軽にお問い合
わせください。

アクセントなどを確認しながら収録する
うぐいす会の皆さん

うぐいす会会員が音声訳用に
説明を書きこんだ議会だよりの原稿

道の駅「めざみの里」（山形県）
のドッグラン



あがの市議会だより 第42号 6

一　般　質　問

日
本
共
産
党

稲
毛

　
　
明

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

質
問　

５
月
27
日
に
開
か
れ
た
日
米

首
脳
会
談
。「
ア
メ
リ
カ
産
農
産
物

に
市
場
開
放
し
ろ
」
と
迫
っ
た
が
、

安
倍
首
相
の
回
答
は
「
参
院
選
が
終

わ
れ
ば
何
で
も
や
る
。
米
大
統
領
選

ま
で
に
は
ち
ゃ
ん
と
や
る
か
ら
安
心

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
参
院
選
が
終
わ
れ
ば
日
本
の
農

業
も
国
益
も
差
し
出
す
こ
と
を
密
約

し
た
こ
と
は
明
々
白
々
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
市
長
は
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁　

今
度
の
合
意
で
直
ぐ
に
影
響

あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
も

引
き
続
き
農
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て

注
視
し
て
い
く
。

質
問　

園
芸
に
本
格
的
に
取
り
組
む

と
し
て
い
る
が
、
基
本
で
あ
る
稲
作

を
後
景
に
押
し
や
っ
て
い
る
。
ど
う

い
う
稲
作
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
の
か
が
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

答
弁　

稲
作
が
当
市
の
農
業
の
基
本

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
以
前
か
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
。

質
問　
「
う
ら
ら
の
森
」の
巨
大
ハ
ウ
ス

は
ど
の
よ
う
に
検
証
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

今
後
は
２
年
間
の
デ
ー
タ
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
た
め
農
業
者
に

情
報
を
提
供
し
、
儲
か
る
農
業
に
つ

な
げ
て
い
く
。

質
問　

再
開
に
つ
い
て
は
４
月
、
６

月
と
耳
に
し
て
い
る
が
１
年
が
経
っ

た
。
市
は
ど
う
す
る
の
か
。　

答
弁　

事
業
再
開
の
た
め
、
新
採
用

を
含
め
６
人
程
度
職
員
を
確
保
し
た

が
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
体
制
を
し
っ
か
り
整
え
た
上
で
再

開
し
た
い
と
い
う
方
針
か
ら
、
県
へ

の
休
止
届
け
を
11
月
末
ま
で
延
長
し

た
い
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

質
問　

再
開
で
き
な
い
原
因
は
。

答
弁　

人
員
の
確
保
に
苦
慮
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
市
と
し

て
も
一
日
も
早
く
再
開
す
る
よ
う
引

き
続
き
要
請
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
る
。

日
本
共
産
党

倉
島

　
良
司

食
料
自
給
率
、

過
去
最
低
に

質
問　

食
料
自
給
率
の
歴
史
的
低
下

は
、
歴
代
自
民
党
政
府
が
米
国
と
財

界
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
農
産
物
輸

入
の
自
由
化
を
進
め
、
食
料
の
外
国

依
存
を
深
め
つ
つ
、
国
内
生
産
を
切

り
捨
て
て
き
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

農
業
を
基
幹
産
業
と
位
置
づ
け
て

い
る
阿
賀
野
市
の
市
長
と
し
て
、
胃

袋
の
63
％
も
外
国
に
依
存
し
て
い
る

現
状
を
ど
う
改
善
し
て
い
く
つ
も
り

か
。
ま
た
、
阿
賀
野
市
の
農
業
、
特

に
主
食
で
あ
る
稲
作
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
食
料
自
給
率
が
過
去
最

低
の
37
％
に
落
ち
込
む
中
で
、
国
民

の
意
識
を
調
査
す
る
政
府
の
世
論
調

査
が
2
０
1
４
年
を
最
後
に
止
ま
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
食
料
自
給

率
を
国
は
軽
視
し
て
い
る
と
受
け
取

ら
れ
か
ね
な
い
。
こ
う
い
う
国
の
姿

勢
を
市
長
は
ど
う
み
る
か
伺
う
。

答
弁　

農
林
水
産
省
が
８
月
６
日
に

発
表
し
た
平
成
30
年
度
日
本
の
食
料

自
給
率
は
37
％
と
過
去
最
低
と
な
っ

た
。
天
候
不
順
に
よ
り
、
小
麦
等
の

国
内
生
産
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
当
市
で
は

米
の
消
費
拡
大
、
地
産
地
消
を
積
極

的
に
進
め
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
自

給
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
農
林
水
産
省
で

は
日
本
の
食
文
化
の
発
信
な
ど
に
つ

い
て
、
国
民
の
意
識
を
把
握
し
今

後
の
施
策
に
活
か
す
た
め
に「
食
と

農
林
漁
業
に
関
す
る
世
論
調
査
」を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
食
料
自
給

率
を
軽
視
し
て
は
い
な
い
と
考
え

る
。

一
灯
式
信
号
機
の

交
差
点
に
つ
い
て

質
問　

３
か
月
余
り
事
故
が
な
く

ホ
ッ
と
し
て
い
た
が
、
お
盆
の
８
月

14
日
に
ま
た
し
て
も
事
故
が
発
生
し

た
。
１
日
も
早
く
安
全
な
交
差
点
に

し
て
欲
し
い
。

答
弁　

７
月
23
日
に
駒
林
２
区
自
治

会
と
懇
談
会
を
開
催
し
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
今
後
、
駒
林
地
区
の
全

自
治
会
に
対
し
て
も
事
故
防
止
対
策

へ
の
了
承
を
お
願
い
し
、
一
日
も
早

く
一
時
停
止
標
識
へ
の
変
更
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ネ
オ
あ
が
の

天
野
美
三
男

人
口
減
少
・
定
住
促
進
等

対
策
に
つ
い
て

質
問　

阿
賀
野
市
の
人
口
は
、
1
９

5
０
年
（
昭
和
25
年
）
の
5
万
６
3

１
2
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
の
推

計
で
は
、
2
０
4
５
年
の
将
来
推
計

人
口
は
2
万
７
9
４
7
人
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
自
然
人
口
は
出
生

数
の
低
下
、
死
亡
者
数
増
加
に
よ
る

減
少
幅
が
増
加
し
、
社
会
人
口
は
年

間
1
０
0
〜
2
０
0
人
の
減
少
で
推

移
し
て
い
る
。
人
口
減
少
対
策
等
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

阿
賀
野
市
の
み
な
ら
ず
、

国
と
地
方
全
体
の
深
刻
な
問
題
で
あ

る
。
こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
め

ば
、
地
域
経
済
の
縮
小
と
と
も
に
、

地
域
の
活
力
の
低
下
、
衰
退
と
い
っ

た
社
会
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度
県
人
口
移
動
調
査
に
よ
る
と
、

阿
賀
野
市
の
県
外
へ
の
転
出
者
は
県

外
か
ら
の
転
入
者
よ
り
も
94
人
多
く

な
っ
て
お
り
、
市
か
ら
県
外
へ
の
転

出
理
由
は
、
学
業
や
就
職
が
多
い
。

定
住
に
向
け
た
事
業
・
子
育
て
期
に

あ
る
若
い
世
代
の
転
入
を
図
る
た
め

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
新
た

な
施
策
を
検
討
す
る
。

有
害
鳥
獣
被
害
状
況

及
び
対
策
に
つ
い
て

質
問　

新
潟
県
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
額
は
平
成
20
年
度
以
降

減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い
た
が
、
平

成
29
年
度
は
前
年
よ
り
も
6
０
0
万

円
増
加
し
、
約
２
・
5
億
円
と
な
っ

て
い
る
。
阿
賀
野
市
に
お
い
て
も
イ

ノ
シ
シ
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

近
年
の
有
害
鳥
獣
被
害
状
況
及
び
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

市
民
や
市
の
鳥
獣
対
策
実
施

隊
か
ら
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
や
目
撃

に
つ
い
て
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
サ
ル
パ
ト
ロ
ー
ル
班
を
１
班
増

や
し
２
班
体
制
で
追
い
払
い
等
を
実

施
し
て
い
る
。
集
落
環
境
診
断
に
よ

る
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
成
果
や
取
組
を

意
見
交
換
し
た
。
自
治
会
や
地
域
住

民
に
よ
る
有
害
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な

い
取
組
が
大
事
で
あ
る
。
今
後
も
研

修
会
等
の
開
催
に
努
力
す
る
。

公
明
党

村
上
　
清
彦

家
庭
教
育
支
援
に
つ
い
て

質
問　

家
庭
は
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
育
ち
の
基
盤
で
あ
り
、
家
庭
教

育
は
す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
と
さ

れ
て
い
る
。
一
方
で
親
や
家
庭
を
取

り
巻
く
状
況
、
子
育
て
を
支
え
る
環

境
も
変
化
し
て
い
る
な
ど
様
々
な
要

因
を
背
景
と
し
て
、
家
庭
の
孤
立

化
、
時
間
的
・
精
神
的
に
ゆ
と
り
を

持
て
な
い
状
況
、
さ
ら
に
は
児
童
虐

待
な
ど
、
家
庭
を
め
ぐ
る
問
題
も
深

刻
化
し
て
い
る
な
か
で
、
改
め
て
家

庭
教
育
の
大
切
さ
を
社
会
全
体
で
考

え
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
当
市
で
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

　
　
　

親
子
で
体
験
を
共
有
し
た

り
、
親
の
成
長
を
促
す
事
業
、
親
の

学
習
機
会
の
提
供
を
関
係
部
署
が
連

携
し
て
実
施
し
て
お
り
、
継
続
し
て

実
践
し
て
い
く
こ
と
で
家
庭
教
育
力

の
向
上
効
果
が
表
れ
る
と
考
え
て
い

る
。

質
問　

家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
た

め
、
熊
本
県
は
平
成
25
年
に
「
家
庭

教
育
支
援
条
例
」
を
施
行
。
自
治
体

に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
の
規
範
と

し
て
、
全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

文
部
科
学
省
で
は
家
庭
教
育
支
援

チ
ー
ム
の
登
録
制
度
化
、
訪
問
型
家

庭
教
育
支
援
の
強
化
な
ど
に
力
を
入

れ
、
従
来
の
参
加
型
支
援
だ
け
で
は

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
と
う
ま
く
合
わ
な

い
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、
効
果
的

な
支
援
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
つ
い
て
当
市
の

見
解
を
伺
う
。

答
弁　

有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
設
置

に
つ
い
て
は
他
市
の
事
例
等
を
調
査

し
参
考
に
し
な
が
ら
整
理
し
て
ま
い

り
た
い
。

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

事
故
対
策
に
つ
い
て

質
問　

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏

み
間
違
い
に
よ
る
車
の
急
発
進
を
防

ぐ
装
置
が
事
故
防
止
の
有
効
な
手
段

の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

装
置
の
購
入
に
際
し
、
補
助
金
制
度

の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁　

年
々
高
齢
者
の
運
転
免
許
保

有
者
が
増
加
し
て
い
く
状
況
に
あ

り
、
事
故
の
発
生
原
因
を
注
視
し
、

今
後
の
動
向
を
見
て
考
え
て
い
く
。

阿賀野市のイメージキャラクター
「ごずっちょ」

デ
イ
サ
ー
ビ
ス「
は
ぐ
ろ
の
里
」

問
題
に
つ
い
て

答
弁
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無
会
派

石
川

　
恒
夫

障
が
い
福
祉
の
現
状
と

課
題

質
問　

障
が
い
福
祉
関
連
３
計
画
の

進
行
管
理
及
び
現
況
評
価
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

３
か
年
計
画
が
そ
の
実
行
性

を
上
げ
る
た
め
、
進
捗
状
況
の
確
認

評
価
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
計
画
を
推
進
し

て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
中
間
分
析

評
価
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
段
階
で

あ
り
、
次
回
の
自
立
支
援
協
議
会
で

報
告
議
論
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

質
問　

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応

す
べ
き
で
あ
り
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

直
接
的
担
い
手
で
あ
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
と
の
連
携
協
議
の
場
は
設

け
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁　

市
内
全
事
業
者
と
、
年
２
回

程
度
事
業
計
画
の
課
題
を
報
告
し
、

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

昨
年
度
よ
り
サ
ー
ビ
ス
利
用

日
数
の
上
限
設
定
が
実
施
さ
れ
た

が
、
ど
う
運
用
さ
れ
た
か
伺
う
。

答
弁　

国
の
基
準
を
原
則
と
し
て
い

る
が
、
家
族
と
面
談
し
、
本
人
の
状

態
や
家
族
の
意
向
を
伺
い
柔
軟
に
対

応
し
て
い
る
。

質
問　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
希
望

も
多
く
聞
く
が
、
新
設
含
め
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

旧
物
見
山
教
職
員
住
宅
を
改

修
し
、
１
か
所
新
設
と
し
て
来
年
４

月
頃
開
所
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

対
象
は
、
比
較
的
軽
度
の
方

と
思
わ
れ
る
が
、
保
護
者
の
高
齢
化

等
か
ら
重
度
の
方
へ
の
対
応
も
必
然

的
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
は
開
設
入
所
が
ゴ
ー
ル
で

は
な
く
、
地
域
の
中
で
社
会
性
を
育

み
自
立
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
捉

え
、
的
確
に
対
処
す
る
よ
う
指
摘
し

て
お
く
。

答
弁　

引
き
続
き
障
が
い
者
や
ご
家

族
が
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
取
組
を
進
め
て
い
く
。

●
そ
の
他

　

フ
レ
イ
ル
予
防
対
策

新
政
ク
ラ
ブ

江
口

　
卓
王

憲
法
改
正
・
原
爆
記
念
日

市
長
に
問
う

質
問　

今
参
院
選
で
憲
法
改
正
を
前

面
に
打
ち
出
し
、
９
条
に
自
衛
隊
を

明
記
す
る
な
ど
と
強
調
し
、
か
つ
て

な
い
力
の
入
れ
方
で
争
点
に
掲
げ
た

が
、
改
憲
勢
力
は
参
院
選
全
体
の
３

分
の
２
を
割
り
込
み
、
世
論
調
査
で

も
安
倍
政
権
下
で
の
改
憲
に
「
反

対
」
と
の
回
答
は
常
に
「
賛
成
」
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
市
長
は
こ

の
点
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

現
在
の
憲
法
に
つ
い
て
は
、

戦
後
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
に
大
き

く
貢
献
し
、
国
民
の
間
に
広
く
定
着

し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
憲
法
の
改
正
に
あ

た
っ
て
は
、
な
ぜ
今
改
正
が
必
要
な

の
か
と
い
っ
た
部
分
に
つ
い
て
、
国

民
に
対
し
て
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な

説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
国
民
の
幅
広
い
議
論
と

国
会
に
お
け
る
徹
底
し
た
審
議
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

８
月
６
日
広
島
、
８
月
９
日

長
崎
「
生
き
て
い
る
者
が
原
爆
の
恐

ろ
し
さ
を
伝
え
、
絶
対
に
平
和
を

守
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
」

「
日
米
同
盟
は
危
な
っ
か
し
い
。
い

つ
戦
争
に
引
っ
張
り
込
ま
れ
る
か
分

か
ら
な
い
」「
政
権
を
担
っ
て
い
る

方
々
に
は
平
和
宣
言
に
真

に
耳

を
傾
け
、
平
和
憲
法
を
守
っ
て
ほ
し

い
」。
市
長
の
想
い
、
聞
か
せ
て
ほ

し
い
と
思
う
。

答
弁　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

約
３
１
０
万
人
の
人
達
の
こ
と
を
思

う
時
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な

戦
争
は
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
、
全

て
の
人
が
平
和
な
社
会
の
構
築
と
繁

栄
を
願
う
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

想
っ
て
い
る
。

●
そ
の
他

〇 

当
市
の
若
年
層
の
投
票
率
に
つ
い

て
〇
年
金
の
財
政
検
証
に
つ
い
て

〇 

消
費
税
引
き
上
げ
に
お
け
る
市
の

対
応
と
景
気
の
下
振
れ
対
策
に
つ

い
て

〇 

当
市
の
障
が
い
福
祉
施
策
に
つ
い

て

無
会
派

横
井
　
基
至

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
方
針
に

つ
い
て

質
問　

Ｊ
Ｒ
・
自
治
体
・
観
光
事
業

者
等
が
共
同
で
行
う
大
型
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
新
潟
県
・
庄
内
エ
リ
ア

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
本
番
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

市
長
自
ら
が
広
告
塔
と
な
り
、
阿
賀

野
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
に
期

待
が
持
た
れ
て
い
る
。
今
後
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

10
月
か
ら
12
月
ま
で
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
本

番
を
迎
え
る
。
県
内
７
エ
リ
ア
で
は

各
地
域
の
「
食
」
を
通
じ
て
地
域
の

魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
準
備
を
行
っ

て
い
る
が
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
限
ら
ず
、
食
や
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
に
足
を
運
び
阿
賀
野

市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
阿
賀
北
広
域
観
光
圏

づ
く
り
推
進
協
議
会
を
活
用
し
、
関

係
首
長
と
連
携
し
た
観
光
セ
ー
ル
ス

も
考
え
て
い
る
。

質
問　

東
部
産
業
団
地
ま
た
は
市
内

へ
の
企
業
誘
致
に
対
す
る
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
を
伺
う
。 

答
弁　

県
企
業
局
と
連
携
を
図
り
誘

致
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
東
部
産
業

団
地
の
優
位
性
や
市
の
優
遇
制
度
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
こ
ろ
。 

国
道
49
号
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
が
令
和

４
年
夏
ご
ろ
ま
で
に
供
用
さ
れ
る
こ

と
が
報
道
さ
れ
、
東
部
産
業
団
地
に

関
心
を
示
し
て
い
る
企
業
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
も
増
し
て
き
て
い
る
。
市

場
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
災
害
リ

ス
ク
の
低
さ
な
ど
の
優
位
性
や
優
遇

制
度
に
加
え
、
市
と
し
て
の
歓
迎
の

意
を
伝
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
誘
致
段
階
に
お
い

て
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
市
長
自
ら

が
直
接
相
手
企
業
へ
訪
問
す
る
機
会

を
増
や
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

無
会
派

山
賀
　
清
一

49
号
水
原
バ
イ
パ
ス
の
件

質
問　

長
年
の
懸
案
事
項
の
事
業
に

目
処
が
立
っ
た
。
事
業
内
容
に
つ
い

て
は
地
元
地
域
住
民
の
方
々
の
意
見

要
望
を
よ
く
聞
き
、
満
足
の
い
く
よ

う
な
状
況
に
現
在
は
な
っ
て
い
る
の

か
。
利
便
性
が
不
足
す
る
よ
う
で
は

事
業
の
効
果
は
な
い
。
市
と
国
土
交

通
省
で
は
こ
の
件
に
つ
い
て
具
体
的

詳
細
に
話
は
詰
め
て
あ
る
の
か
。
実

際
に
投
資
効
果
を
上
げ
る
に
は
利
用

価
値
が
あ
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん
が
将

来
良
か
っ
た
と
、
更
に
は
側
道
の
点

に
つ
い
て
農
作
業
に
影
響
が
な
い
よ

う
工
夫
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
具

体
例
を
上
げ
て
説
明
答
弁
を
求
め

る
。

答
弁　

今
年
度
事
業
費
は
20
億
円
の

予
算
確
保
。
全
線
暫
定
二
車
線
開

通
。
地
域
住
民
と
の
話
し
合
い
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
事
業
主
体
の
国

土
交
通
省
で
は
工
事
説
明
会
で
要
望

を
聞
き
取
り
事
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
。
あ
わ
せ
て
市
も
出
席
す
る
と

と
も
に
間
に
入
り
調
整
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

道
路
維
持
管
理
の
件

質
問　

市
内
全
域
を
見
る
限
り
大
変

な
道
路
舗
装
の
損
傷
が
見
受
け
ら
れ

る
。
市
の
パ
ト
ロ
ー
ル
不
足
が
原
因

と
見
ら
れ
、
危
険
で
安
全
と
は
言
え

な
い
状
態
。
舗
装
内
容
に
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
旧
態
依
然
と
し

た
対
応
で
は
無
理
が
あ
り
工
夫
研
究

が
必
要
で
あ
る
。
本
年
度
は
大
々
的

に
改
良
を
や
る
覚
悟
が
あ
る
の
か
詳

し
く
説
明
答
弁
を
。

　
　
　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
幹

線
道
路
を
重
点
的
に
住
民
か
ら
の
通

報
等
も
あ
わ
せ
て
損
傷
補
修
に
努
め

て
い
る
。
損
傷
状
況
を
踏
ま
え
大
規

模
な
舗
装
修
繕
を
計
画
実
施
す
る
。

一
人
暮
ら
し
の
生
活

に
安
心
機
器
を

質
問　

年
々
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
が

増
加
し
不
安
恐
怖
心
を
も
っ
て
生
活

し
て
い
る
現
状
。
そ
こ
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
を
配
置
す
べ

き
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
が
本
当
に

役
立
つ
便
利
な
機
器
。

答
弁　

状
況
に
応
じ
て
言
葉
、
感

情
、
介
護
、
医
療
分
野
で
活
用
さ
れ

て
い
る
。
効
果
の
検
証
は
こ
れ
か
ら

と
い
う
と
こ

ろ
が
現
状
で

あ
る
。

答
弁
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意見　
道
路
の
除
雪
に
つ
い
て
、通
勤・

通
学
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
た
い
。

答　
令
和
元
年
度

の
除
雪
計
画
の
中

で
対
応
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
担

当
課
に
伝
え
る
。

意見　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
に

つ
い
て
、
神
山
地
区
は
不
便
を
感
じ

て
い
る
が
。

答　
各
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

利
用
し
や
す
い
よ
う
、
改
善
に
向
け

て
担
当
課
に
伝
え
る
。

問　
悪
臭
対
策
に
つ
い
て
。

答　
悪
臭
対
策
に
つ
い
て
、
自
治
会

長
名
の
文
書
で
市
に
要
望
書
を
提
出

す
る
こ
と
も
一
つ
の
手
段
で
あ
る
。

要望　
紙
お
む
つ
購
入
費
助
成
の
対
象

を
広
げ
て
ほ
し
い
。
１
歳
以
上
に

な
っ
て
も
使
用
す
る
た
め
。

答　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
第

３
子
を
対
象
と
す
る
紙
お
む
つ
購
入

費
助
成
を
行
っ
て
い
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
助
成
対
象
を
第
１
子
以
降

（
全
て
の
子
ど
も
）
に
拡
大
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
１
歳
を
過
ぎ
る
と�

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
す
る

家
庭
も
増
え
て
く
る
こ
と
か
ら
、
助

成
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
る
の
で
は

な
く
、
早
め
に
紙
お
む
つ
が
外
れ
る

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

要望　
一
時
保
育
を
お
願
い
す
る
と
き

に
、
申
請
書
で
理
由
の
詳
細
を
書
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
気
軽
に
お
願

い
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

答　
理
由
欄
に
は
、「
疾
病
」「
出
産
」

「
急
な
就
労
」「
育
児
疲
れ
に
よ
る
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
」
等
と
、
簡
単
に
ご
記

入
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
な
の
で
、
気

軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
五
頭
山
も
次
第
に
色
付
き
は
じ
め
、
秋
深

ま
る
今
日
こ
の
頃
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　
阿
賀
野
市
議
会
は
議
員
定
数
削
減
を
決
し
、

大
き
な
変
革
期
を
迎
え
ま
す
。

　
今
後
も
さ
ら
に
市
民
生
活
に
寄
り
添
っ
た

議
会
と
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
の
発

刊
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
広
報
部
会
副
部
会
長　
横
井　
基
至　

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会　

広
報
部
会

�

部
会
長�

山

賀

清

一

�

副
部
会
長�

横

井

基

至

�
�
�

遠

藤

智

子

�
�
�

髙

橋

幸

信

�
�
�

倉

島

良

司

次
号
は
令
和
２
年
１
月
15
日
発
行
の
予
定
で
す
。

議
員
と
し
ゃ
べ
り
ま
し
ょ
で
ば
！

第28回
質疑、意見の一部を紹介します。なお、掲載
内容は要約していますのでご了承ください。
詳しい内容は、市ホーム
ページ「市議会のページ」
に掲載しています。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、

政
策
立
案
等
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
回

　

12
月
定
例
会

　
　
　
　
　

の
予
定

発行：阿賀野市議会
編集：議会改革推進特別委員会　広報部会
〒959-2092　阿賀野市岡山町10番15号
ＴＥＬ：６１-２４８９　　ＦＡＸ：６１-２０６７
E-mail：gikai@city.agano.niigata.jp

月
　
日

会
議
名

11
月
22
日

（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

（
定
例
会
の
運
営

方
針
決
定
）

12
月
３
日

（
火
）
本
会
議

（
議
案
上
程
、

　
　

��

一
般
質
問
）

12
月
４
日

（
水
）
本
会
議（

一
般
質
問
）

12
月
５
日

（
木
）
本
会
議（

一
般
質
問
）

12
月
９
日

（
月
）
総
務
文
教
常
任委員

会

12
月
10
日

（
火
）
社
会
厚
生
常
任委員

会

12
月
11
日

（
水
）
産
業
建
設
常
任委員

会

12
月
13
日

（
金
）
本
会
議

（
委
員
長
報
告
、採決

）

11
月
22
日
開
催
予
定
の
議
会
運
営
委

員
会
で
正
式
に
決
定
し
ま
す
。

そ
の
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

議
会
報
告
会

を
開
催

・「マチイロ」は株式会社ホープが運営するアプリです。
・アプリは無料でダウンロードできますが、通信料が掛かります。
・アプリ画面には広告が表示されますが、市がその内容に責任を負うものではありません。

１.	検索サイトで「マチイロ」と検索し、アプリをインストールする。
２.	アプリを起動し、「お住まいの地域」を「新潟県阿賀野市」に設定する。
３.	アプリ画面から「あがの市議会だより」の画面をタップし、ダウンロードする。

スマートフォン･タブレット用アプリ

注意事項

利
用
の
手
順

あがの市議会だよりが読める！で

沖ノ館自治会の皆さん９名が参加

子育て支援センター「ぽけっと」（あやめ保育園内）

　８月３～４日阿賀野市ス
ポーツ推進委員協議会と
NPO法人阿賀野市総合型
クラブスポア主催のスポー
ツキャンプが五頭連峰少年
自然の家で開催されました。
沢登りには市議会議員も同
行し、子どもたちと共に真
夏のひと時をすごしました。

皆さんのもとへうかがい、意見交換・議会報告をいたします。	
自治会・団体・グループ等でお気軽に申し込みください。

【会　　場】　�原則、市内の公共施設・地区公会堂等�
※使用料が必要な場合は、団体で負担してください。

【申込方法】　�申込書を議会事務局へ提出してください。�
申込書は議会事務局に用意してあるほか、ホームページから�
もダウンロードできます。

※お問い合わせはお近くの議員または議会事務局へ

まちづくり
ポイント 

対象事業です

議員としゃべりましょでば！

夏のあそび虫 スポーツキャンプが開催されました 新潟アルビレックスBBラビッツ来訪
　９月３日新潟アルビレック
スBBラビッツの代表の方々
が議長室へ来訪されました。
　平�典紗（たいらつかさ）選手
（写真右から３人目）は、水原総
合体育館内�阿賀野市スポーツ協会に勤務されています。
　毎週火～木曜日の16～ 19時は水原総合体育館、月・金
曜日の16～ 19時は笹神体育館での練習を見学することが
できます。
（�シーズン中は変更の場合あり。くわしくは各体育館へお問い合わせください。）

　阿賀野市は、スポーツを通し
て子どもの健全育成や地域の活
性化を図るため、2017年に新
潟アルビレックスBBラビッツ、
阿賀野市スポーツ協会、阿賀野・
阿賀地区NIIGATA　ALBIREX
バスケットボール後援会、阿賀
野市の４者による包括連携協定を締結しています。
　10月５・６日に水原総合体育館で2019－20シーズン開幕戦が
行われ、それに先立ち９月22日に開催された決起集会には議員
も参加しました。
　BBラビッツの勝利と益々の活躍を期待しています。

７
月
27
日
に
沖
ノ
館
自
治
会
、
８
月
27
日
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ぽ
け
っ
と
」 

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
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